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＜連絡事項＞
・本日より、事務に配属になったスタッフがローテ研修に来ています。東病棟の流れをわかっていただくため、何人かのスタッフにペアで付けています。一緒についたスタッフは説明お願いします。

・本日より定期検査を行っています。検査の佐藤さんが不在の為、今回から病棟から２名スピッツ等の準備の手伝いを行う事になっています。定期検査ですので、採血の凝固や後処理等注意して行いましょう。

・川端Drより、採血の結果を至急FAXでとの指示が出たときは、異常があってもなくても連絡がほしいとの事です。忘れずに連絡してください。

・身体拘束を行っている患者様がいる際は、身体拘束で使うマグネットの鍵も申し送り時に確認してください。

・患者様の情報について、退院・面談はわかった時点で、身体拘束・隔離・処遇制限はなった時点でPSWにメールだけではなく電話連絡も行うようにしてください。

・東Aユニット12号室に入院があり、午後には東Aユニット9号室にも入院がありました。5/15にも入院1名予定しています。最近の入院患者様で認知症の患者様が多いので、名前の間違えでの誤投薬がないよう気をつけて行って下さい。

＜患者様連絡事項＞

・坪　邦俊様～排便が４日間確認出来ずにいます。腹満は見られず、グル音は弱いです。主治医に情報提供を行い、様子を見るようにとの指示です。明日までに排便がないようなら、再度情報提供(上申)をおこなってください。

・河村　勝男様～排便が６日間確認出来ずにいます。腹満はなく、グル音は弱いです。主治医に情報提供を行い、様子観察の指示がでています。明日までに排便がないようなら、再度情報提供(上申)をおこなってください。

※坪邦俊様・河村勝男様～排泄に関して、尿意・便意があり自分でトイレに行く方なので排便確認が困難となっています。トイレに行くのを確認したら様子を見に行くようにし、排便確認を行いましょう。また、日中臥床傾向が見られているので、便秘防止のためにも離床を促したり軽い運動をするよう促していきましょう。水分摂取も促していきましょう。

・畑内　マツ様～排便５日間確認出来ずにいます。本人は「昨日出た」「今朝出た」と話していますが、あいまいです。腹満なく、グル音も聞かれています。主治医へ情報提供を行い、下剤が２日分臨時処方となっています。自分でトイレに行かれる方ですので、排便状況の確認をしてください。明日までに排便がないようなら、再度情報提供(上申)をおこなってください。

・清川　厚子様～自己申告で排便６日間ないとの事です。腹満なし、グル音弱い。主治医へ情報提供を行い、浣腸の指示あり、反応便（普通便普通量）ありました。下剤を追加するとの事で、排便状況の確認を行って下さい。また、排便が３日間ない時点(３日目の昼頃)で主治医へ上申してください。排便状況の様子を見て、主治医不在時はどうするのか5/15(木)に確認(5/15のリーダーは)してください。

・吉田　光良様～昨日の準夜帯に嘔吐あり、本人から腹が苦しいとの訴え聞かれています。主治医へ情報提供し、浣腸を行い、反応便(硬便)見られています。排便コントロールの為、カマが処方となっています。

・水梨　孝純様～排便４日間なく、昨日の準夜帯でシンラック７滴服用しています。本日、軟便多量にみられています。

・七戸　キミ様～常食の納豆禁に変更となっています。

・佐々木　要四郎様～食事で粥キザミとろみつき⇒ご飯1/2粥1/2の副食がキザミとなっています。

＜皮膚科診察＞

・吉田　光良様～臀部に発赤あり、急性湿疹との指示あり。デルモゾールG軟膏塗布してください。5/15（木）に北病棟皮膚科受診に一番始めに再度診察に来るようにとの事です。(5/15のリーダーはお願いします)
・水梨　孝純様～右大転子に褥蒼との指示あり。アズクロ塗布してください。

・村山　トシ様～全身の肌に乾燥見られており、アズクロ塗布してください。右肩にはデルモゾールG軟膏塗布してください。

・中野　英男様～陰部にただれが見られており、急性湿疹とのこと。デルモゾールG軟膏塗布してください。

※皮膚状況の観察の為に、今後入浴についたスタッフは患者様の皮膚状況の観察を行っていきましょう。

＜川端Dr担当患者様ケースカンファレンス＞

・木村　修武様～６月上旬に退院を考えています。5/20（火）に措置消退届を出し、措置入院解除を行い、その後は任意入院で様子を見るとの事です。退院については6/2（月）以降を予定しています。退院の具体的な日時や予定については本人に伝えないでください。作業で、「退院が６月になったから」と話し、作業を焦って行う様子見られています。日中の様子や作業の参加状況について観察していきましょう。退院前訪問指導について、退院先の住所が決まっていなくても行う事が出来るか医事課に確認してください。診察時、腹痛を訴えており、センナリド１T １×vdsで９日分臨時処方となり、以後定期となります。本人からの訴え・排便状況等について確認していきましょう。予測指示として、胃痛・腹痛訴え時、ブスコパン注2%(20㎎)1A筋注の指示あります。

・藤井　孝蔵様～今まで使っていた薬があまり効かないとの事で、新しい薬(ロナセン)を使い、現在服薬調整を行っています。前と比べると、眼光の鋭さあり、妄想様の発言・自分の要求に対してのしつこさが見られています。今後も服薬調整を行い、リスパダールを減らし、新しい薬(ロナセン)を使っていくとの事です。引き続き、様子観察をしていきましょう。

・宮本　建蔵様～「カホゴヘンカン」等の訴えが聞かれてきています。現在、服薬調整中であり、今後も様子観察してください。本日、ロナセンが増薬となっています。作業では、促しにて作業室へ移動していますが、すぐに不調訴え途中退席しています。病棟へ帰りたい理由について尋ねるも、うまく言葉に出来ない様子伺えています。オートドアの前に居る事がありますので、器物破損に注意し、所在確認も行っていきましょう。

・小笠原　久年様～小声での独語やニヤツキ見られており、ロナセンが増薬となっています。日中の様子観察を行い、他者とのトラブルがないか確認してください。

・清川　厚子様～本人より空腹感の訴え聞かれており、今月の採血の日程を早くし、HbA1cの結果をみて食事を増やすか決めるとの事です。また、本人より外泊希望の訴えあり、5/24頃まで作業・活動を休まずに参加出来れば許可するとの事です。作業・活動時の本人の様子について観察していきましょう。

・曽我　正子様～やや気分の高揚さ見られています。引き続き、日中の様子や他者との交流の際の本人の状態について観察していきましょう。

・杉澤　恵子様～現在、歯磨き時にコップ３杯程飲水したりと、多飲水傾向が見られています。本人は「お腹が空いたから飲む」と話す事あり、今後はお菓子のカロリーを午前は100kcal午後は160 kcalに増やして対処してください。本人より「テレビが見たい」との訴えあり、隔離室入室時間が21時～翌朝7時までとなっています。多飲水で隔離室入室時間より早く入室するようであれば、入室から８時間後に200ml、その２時間後に200mlの水を飲ませてください。最近、便失禁多く見られている為、カマを半分に減らしています。排便状況に確認をしてください。頭部の裂傷部より、膿のようなものが出ている為、小坂Drへ診てもらってください。

・七戸　キミ様～5/13（火）より作業療法導入となっています。強制ではないので、拒否があったら不参加届を書いてください。下剤が１T減薬となっています。排便が３日間ない時は浣腸をしますので、排便状況の確認を行い、主治医へ情報提供(上申)をしていきましょう。

＜新入院患者様情報＞

・小井田　美月(ミゲツ)様　（87）　病名：レビ－小体型認知症

　　　　　　　　　　　　　　　　入院形態：医療保護入院　　

病棟:東Aユニット12号室

　　　　　　　　　　　　　　　　主治医:田名部先生(精神保健指定医　川端先生)

　　グル－プホ－ム　三老入所中。不穏状態著しく、4/28精神科救急当番医である当院を初診しています。薬物治療・調整をしていたが、症状改善見られず。入院希望をされ、症状改善目的で東Aユニットに医療保護入院となる。

　　食事：粥・ミキサー（麺・パン禁止）

　　　　　調子を崩してから自ら食事を食べず、介助を行っていた。

　　　　　冷たい飲み物は飲まないとの事。上下義歯であるが調子を崩してからはつけていないとの事。義歯について御家族に返しています。

　　歩行：介助にて立てるが上手く歩けず。御家族に車椅子の購入依頼中。

　　洗濯：業者　　オムツ：病院側での購入　　買い物カード：作成依頼中

※他科薬持参。服用の指示あり、なくなる際は主治医へ上申。

※点眼薬あり、主治医より使用の許可ある。1日2回行うものと1日3回行うものがあるため、間違わないようにしましょう。なくなる際は主治医へ上申。

・上村　昭悟郎様　（77）　　　　　　病名:アルツハイマ－型認知症

　　　　　　　　　　　　　　　　　入院形態:医療保護入院

　　　　　　　　　　　　　　　　　　病棟:東Aユニット9号室

　　　　　　　　　　　　　　　　　主治医:安ヶ平先生

　　平成19年より、訪問看護・デイサ－ビスを利用していたが、妻に対する暴言・暴行や施設内で他者にも同様の行動が見られ、介護に対する拒否も強く、かかりつけ医より、専門病院での治療を勧められ5/10初診している。抗精神病薬処方したが、状態の改善なく、家庭内での対応が困難との事で入院治療の希望があり、症状の観察・改善目的で東Aユニットに医療保護入院となっている。

　　　　食事：糖尿食　　

　　　　排泄：オムツはしていないが、尿失禁あり。

　　　　歩行：つかみ歩きはできる

※他科薬持参。服用の指示あり、なくなる際は主治医へ上申。













